
   

  

  

 

 
 

力強さと優しさ  

      

 暦の上では、来月の２月４日はもう「立春」となりますが、まだ

まだ寒い日が続いています。それでも、休み時間になると子どもた

ちは、元気に校庭で遊んでいます。長縄をしたりボール遊びをした

りしている子どもたちの姿からは、「明るい春」を連想し、希望や力

が湧いてくるような感じさえします。２階の職員玄関や東階段には、

特別支援教室「はばたき」の授業で子どもたちがモップ筆で書いた

文字が展示されています。この字を見る度に、力強さと優しさを感

じています。 

昨年、全国の小学生に配られた大谷翔平選手からのグローブ。「野

球しようぜ」と書かれたメッセージに大きな希望と勇気をもらった

人もいるのではないでしょうか。しかし、実は、大谷翔平選手は、

１６歳の時に東日本大震災で被災し、当時一緒に野球をやっていたチームメイトの中には、大切な

家族を失った方もいたそうです。また、昨年のWBCで活躍した佐々木朗希選手も、同じく東日本

大震災で小学校時代に大切なご家族を亡くされています。「つらさや悲しみは消えないけれど、た

くさんの人たちに支えられて野球に打ち込めた。」と語っていたそうです。つらい思いをされた中

で、それを乗り越えたからこその『世界に羽ばたく強さと優しさ』が、本当にすごいなと思います。 

現代は、多様な選択肢の中から『自分で選ぶ、選ばなくてはならない』ことがたくさんあります。

私が教員になった頃は、まさか、授業中にパソコンを使って動画を見せたり、オンラインを使って

遠く離れた場所にいる人と交流したりするという方法で学ぶことができるなんて思いもしません

でした。チョークと黒板を使って、語りかけながら一人でも多くの子どもたちの興味関心を引き出

し、「楽しい」と思える授業をしようと、必死になって日々の授業を研究しました。その経験があ

ったからこそ、子どもたちの学校生活をよりよくすることを常に考える大切さや、自分の授業に磨

きをかけ続けていく楽しさを学ぶこともできました。  

さて、２月９日（金）には、国立市教育員会の研究奨励校として道徳科の授業を公開します。本

校の先生方も、子どもたちにとってよりよい学校生活にするために、日々、一生懸命取り組んでい

ます。研究発表会では、子どもたちが『自分ごととして考える』ために、先生方が気付いたことや

乗り越えてみようと挑戦したことなどをお伝えします。校内研究では、教職員同士がたくさんの対

話を通して、自分なりの学びを振り返ったり、学び続ける大切さや楽しさを伝え合ったりしていま

した。そのような学び続ける先生方の姿が、国立七小の子どもたちの元気な力になっていると感じ

ています。 
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日 曜 朝/時程 学 校 行 事 等 

1 木 特 5 時間授業 希望個人面談② 

2 金 安全指導 縦割り班活動（1・6） 

5 月 全校朝会 委員会活動 縦割り班活動（3・5） 

6 火 ステップタイム 5 時間授業 縦割り班活動（2・4） 

7 水 特 避難訓練 

8 木 特 午前授業 

9 金 朝読書 5 時間授業 国立市研究奨励校研究発表会 

12 月  振替休日 

13 火 委員会 PR朝会 クラブ活動（3 年見学）※3 年生 6 時間授業 

14 水 特 避難訓練予備日 希望個人面談③ 

15 木 特 午前授業（1・2） 校外学習（3；郷土文化館） 薬物乱用防止教室（6） 

日 曜 朝/時程 学 校 行 事 等 

16 金 ステップタイム  

19 月 ステップタイム 校外学習（1・2；桜守） クラブ活動（最終） 

20 火 ステップタイム  

21 水 特 多様性に関する学習（4） 

22 木 特 校外学習（4；東京都） 未来教室（6） 

23 金  天皇誕生日 

26 月 全校朝会 委員会活動（最終） 

27 火 クラブ発表 保護者会（3・4） 

28 水 特  

29 木 特 保護者会（1・2） 

★令和４・５年度 国立市教育委員会研究奨励校 研究発表会            校内研究部 

２月９日（金）に、２年間の研究の集大成として研究発表会を行います。この２年間は、「特別の教科道徳」の授

業改善に取り組んできました。特に今年度は、講師の創価大学教職大学院教授の石丸憲一先生からご指導い

ただいている“ザワつく”道徳授業を目指して、各学年で研究授業を行ってきました。 

発表会当日は、市内小中学校の先生方を中心に、多くの方が来校され、各学級の授業を参観します。いつもと

違う環境に、子供たちだけではなく担任も緊張するかと思います。そんな緊張を吹き飛ばすくらい、 

担任も一緒になって楽しく授業をしていきます。その様子については、後日、道徳だよりでもお伝えします。 

★書き初め展の様子      書き初め担当 

今年度の書き初め展も、たくさんの保護者の皆

様や地域の皆様にご来校いただき、ありがとうござ

いました。子供たちは、１２月の学習や冬休みに練

習した成果を一文字一文字に思いを込め、丁寧に

書き上げていました。子供たちの真剣に取り組む姿

から、新しい年へのやる気も伝わってきました。多く

の励ましのお言葉もいただき大変嬉しく思います。

ありがとうございました。 

 2月の予定  

★なわとびチャレンジ・元気アップタイム 

 

 

自分の目標、技ができるように 

声をかけ合いながら、 

がんばっていました！ 

★大谷選手への感謝メッセージ  特別活動部    

 

 

 

 

 

 

 

みんなでメッセージを書きました。 

全校、自分のペースで 

５分間走をしました。 

朝からリフレッシュ！ 


